
岡
本 

幹
男 

議
員

馬
伏
塚
城
、
岡
崎
城
に

歴
史
的
顕
彰
表
示
を

戦
国
時
代
、
徳
川
家
康
と
武
田
勝
頼

と
の
駿
河
・
遠
江
攻
防
戦
の
前
線
と
な
っ

た
両
城
に
、
曲
輪
や
堀
の
案
内
等
の
表
示

施
設
を
増
設
す
べ
き
で
は
。

馬
伏
塚
城
の
北
の
曲
輪
群
や
岡

崎
城
に
、
文
化
財
説
明
板
の
設
置
を

住
民
や
地
権
者
の
皆
さ
ま
の
理
解
を

得
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

浅
羽
海
岸
北
の
松
枯
れ
対
策
を

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
作
戦
に
よ
り
市

民
が
植
樹
し
た
松
に
、
大
野
・
東
同
笠
地

区
で
松
枯
れ
が
顕
著
で
あ
り
、
伐
採
や
松

以
外
の
植
樹
を
含
む
対
策
を
。

補
正
予
算
で
約
1
5
0
0
本
の

松
の
緊
急
伐
採
を
す
る
。
松
以
外
の

植
樹
は
、
森
林
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

や
地
元
の
皆
さ
ま
と
協
議
し
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
安
全
確
保
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
実
際
の

活
動
に
は
各
校
に
取
り
組
み
の
差
異
が
あ

り
、
比
較
的
取
り
組
み
や
す
い
通
学
路
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
組
織
的
運
営
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
全
て
の
小
中
学

校
で
年
3
回
学
校
運
営
協
議
会
が
開

か
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
組
織
の
充

実
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

浅
田 

二
郎 

議
員

愛
野
地
区
児
童
通
学
の
改
善
を

市
の
副
次
核
で
あ
る
愛
野
駅
周
辺
の

上
石
野
・
下
石
野
・
祢
宜
弥
地
区
児
童
約

2
0
0
名
が
、
J
R
電
車
や
路
線
バ
ス
で

通
学
し
て
い
る
。
異
常
で
は
な
い
か
。

今
年
度
は
、
バ
ス
通
学
が
1
3

5
名
、
J
R
電
車
通
学
が
57
名
で
あ

る
。
こ
の
地
域
は
、
以
前
か
ら
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
た
通
学
地
区
で

あ
り
、
学
校
、
P
T
A
、
保
護
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
協
議
に
よ
り
、

現
在
の
通
学
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
理
解
を
得
た
通
学
方
法
と
認

識
し
て
い
る
。

路
線
バ
ス
通
学
は
、
降
車
場
所
・
時

刻
・
交
通
安
全
な
ど
問
題
が
多
い
。
校
外

活
動
に
も
活
用
で
き
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

現
在
の
市
の
通
学
方
針
を
見
直

す
状
況
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

複
数
区
画
に
一
つ
の
墳
墓
が

二
つ
の
区
画
を
統
一
的
に
利
用
し
、

一
つ
の
墳
墓
の
建
立
が
あ
っ
た
。「
区
画

が
同
一
」
は
公
営
墓
地
の
特
徴
で
は
な
い

か
。

6
月
の
条
例
改
正
で
複
数
区
画

が
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
複
数

区
画
に
ま
た
が
る
大
き
な
墓
石
を
設

置
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
複
数
区
画

の
一
体
的
な
使
用
を
認
め
る
こ
と

で
、
購
入
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

販
売
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

岡崎城趾（笠原地区）

登校時の大門バス停

11 ふくろい市議会だより


